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  令和４年度 福岡県立図書館の概要 
 

                               所 在 地 福岡市東区箱崎１丁目４１番１２号 

                           電話番号 ０９２－６４１－１１２３（代表） 

１  沿   革 

大正 ７年 ３月    現在の天神２丁目に木造２階建 492坪の本館とレンガ造３階建 120坪の 

書庫が完成し、５月１日から一般閲覧を開始（蔵書：和洋書 2万 5千冊） 

 昭和２０年 ６月１９日 福岡大空襲により焼失 

  同２４年 ７月    博多区東公園内に木造平屋建 141坪の本館と２階建 35坪の書庫で再建 

 同３９年１１月    中央区天神５丁目に図書館と美術館を併設した「文化会館」が開館 

          同５８年 ４月    東区箱崎１丁目の現在地に図書館機能を分離・移転し開館 

        平成 ５年１０月    隣接の県議会議員会館を図書館に所管換、平成７年より別館として開館 

          同１４年 ４月     別館を改修し、「子ども図書館」が開館 

同３０年１１月    開館１００周年記念式典 

          現      在      創立１０４年、現図書館として３９年目。 

 

 

２  運営の基本方針   

県立図書館は、生涯にわたる県民の学びと読書、地域文化の継承と発展に貢献します。 

 

目標１：「生涯にわたる学びの支援と情報発信」 

幅広く多様な資料・情報を収集・保存・提供し、あわせて多彩な情報発信を行うことにより、

県民の学びや課題解決を支援します。  

目標２：「子どもの学びと読書へのいざない」 

子どもの学びと読書活動の推進拠点として、子どもの豊かで多様な学びを支え、読書の喜びを   

伝えるお手伝いをします。 

目標３：「ふくおかの文化を育む」 

福岡県に関する資料・情報を収集・保存・利活用するため、紙資料の収集・保存とともに、デ   

ジタルアーカイブの充実を図ることにより、地域文化の継承・発展を支援します。 

  目標４：「バリアフリーの実現」 

県民が、等しく学び、読書に親しむことができる環境を整備することにより、心の豊かさと生

きる力を育むお手伝いをします。 

目標５：「図書館サービスの推進拠点」 

公共・学校・大学・専門図書館やボランティア団体をはじめとする県内の読書関連団体と連携・

協力し、電子図書館を含む県全体の図書館サービス向上を目指します。 
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３  施設の概要（令和４年３月３１日現在） 

（単位：㎡） 敷地面積 建築面積 延床面積 

全  体 4,983 2,556 11,214 

本館（地下１階・地上５階建） 3,330 1,747 7,945 

別館（地上５階建） 1,653 809 3,269 

◇蔵書冊数：約 87万冊（開架/17万冊、閉架/70万冊） 

（一般用）77万冊（開架/15万冊、閉架/62万冊）（児童用）10万冊（開架/ 2万冊、閉架/ 8万冊） 

 

 

４ 運営組織 

館  長 

 

 

                    （職員３４名、会計年度任用職員２２名） 

総務企画室 

・図書館の施設設備の管理、経費の支出に関すること 

・市町村立図書館等との連携、相互協力に関すること 

・図書館情報システムの管理に関すること 

資料支援室 
・図書館資料、逐次刊行物、行政資料の収集・整理・保管・廃棄に関すること 

・レファレンスサービスに関すること 

総合サービス室 

・図書館資料の貸借等利用に関すること 

・子ども図書の収集・整理並びに利用及びレファレンスサービスに関すること 

・読書普及に関すること  

ふくおか資料室 
・郷土資料の収集・整理並びに利用及びレファレンスサービスに関すること 

・貴重資料、委託資料の整理及び保管に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副 館 長 
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５ 利用状況 

（注：令和元年度は特別整理及び空調等工事のため 12/1～12/31、新型コロナウイルス感染症対策のため

2/28～3/31休館。令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策のため 4/1～5/18休館。令和３年度は新型

コロナウイル感染症対策のため、5/12～6/20及び 8/9～9/12休館。） 
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令和 
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前年比 

入館者数 442,490 401,468 375,160 325,027 255,876 174,205 163,965 0.941 

HPアクセス数 465,502 449,073 432,606 382,603 330,127 703,864 785,502 1.116 

貸出冊数 482,049 459,602 459,961 444,711 394,087 370,070 379,752 1.026 

電子書籍閲覧回数      4,680 22,301 4.765 

貸出利用者数 176,662 171,207 173,243 169,853 149,589 139,753 144,048 1.031 

レファレンス受付数 69,271 62,928 64,416 60,097 49,399 49,191 51,089 1.039 

相
互
貸
借 

貸出冊数 18,727 17,724 18,127 17,163 14,802 14,623 15,187 1.039 

借受冊数 4,810 4,573 4,295 3,758 3,392 3,315 2,776 0.837 

指定館受取・返却 

サービス利用数 
12,270 12,846 14,037 13,642 12,517 12,273 13,696 1.116 

新規登録者数 4,975 4,097 3,912 3,636 2,971 3,284 3,050 0.929 



4 

 

６ レファレンスサービス（調査相談） 

国立国会図書館の図書館協力事業（レファレンス協同データベース事業）において、当館が提供した

レファレンス事例に多数のアクセスがあったことにより、国立国会図書館長から１４年連続でお礼状を

いただいている。 

 

  

７ 市町村支援 

 ・日常のレファレンス支援などの他、職員の資質を高める基本・専門・課題の各種研修会の実施 

 ・研修満足度は「どちらかというと満足」以上が 96％ 

 ・レファレンス支援等を含む支援業務全体に対する満足度は「どちらかというと満足」以上が 100％ 

 

 

８ 指定館受取・返却サービス 

 ・平成２２年１０月に ４５市町村で開始 

・福岡市とは平成２４年１０月１日から「相互返却」を開始 

 ・令和４年４月現在 ５３市町村で実施中 

・利用数は１万件超 

 

  

９ 図書館が実施する講演、研修、講座、相談会等  

 ・ 読書週間関連事業、子どもの読書推進事業、図書館職員研修、職場体験（実習）受入、各種相談会、

資料の企画展示等の読書活動推進事業を、年間を通し行っている。 

・ 詳細な事業情報は、当館ホームページに掲載し、随時更新している。 

 

 

１０ 今日的課題への対応 

（１）学校支援サービス 

 ・ 平成２４年度から、福岡県公共図書館等協議会において全県的に取り組んでいる。市町村図書館に

対して、学校支援の取組状況調査を行い、県下の実情把握と推進に努めている。 

・ 県立図書館事業として、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校向

け「学校貸出図書セット」を整備し、直接学校へ無料配送するほか、県立図書館の所蔵資料を一度に 40

冊まで選べる「特別貸出」を実施している（令和３年度 学校貸出図書セット１３セット貸出）。令和

２年度からは、「学校貸出図書セット」については特別支援学校（学級）向けのみ。 

  

（２）医療情報提供サービス 

 ・ 医療情報関連資料の提供 

   健康・医療コーナーを設置し、身近な病気や健康について知るための一般的な資料や、病気との向

き合い方を患者やその家族がつづった闘病記などの本を提供している。併せて家庭の医学や薬の辞典

など医療・看護関係者向けの専門書を揃えている。また国立がん研究センターがん対策情報センター

発行の冊子など、医療関係のチラシ、パンフレットを配布している。 

※利用状況の詳細は６頁 
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・ 医療情報セミナーの開催 

平成２８年度から国立病院機構九州がんセンター等と連携し、医療情報セミナーを開催している。医

療関係者による個別相談など、専門家による医療情報を提供している。 

令和２年度及び令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対策等のため中止。 

     

（３）行政支援サービス 

 ・行政職員のためのレファレンスサービスや資料の複写提供（令和３年度 レファレンス 101件） 

・福岡県庁イントラネット上の行コミスマートページに、行政支援ページを作成し、支援内容を周知 

 

（４）読書に困難がある人へのサービス 

・趣味、娯楽、教養、課題解決のための図書を選択し、ボランティア団体の協力により録音図書を製作   

するなど、音声による読書を必要とする方のために録音図書を提供している。（令和３年度 116タイ  

トル） 

・国立国会図書館及びサピエ図書館（目で文字を読むことが困難な方々に対して、さまざまな情報を点字、 

音声データ等などで提供するネットワーク）への録音図書データ等の提供 

 ・大活字で出版される図書の提供 
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県立図書館の指定館受取・返却サービス 

 

１ 概要 

利用者が県立図書館に来館することが難しいときに対応できるよう、平成２２年１０月から県立図書

館「指定館受取・返却サービス」を始めました。 

 

 このサービスは、次の２つの内容となっています。 

◎県立図書館の所蔵資料を、他の図書館を経由せず、直接、利用者自身でインターネットや電話で 

予約し、最寄りの市町村立図書館（室）で受取・返却できるサービス（指定館受取・返却） 

◎県立図書館に来館して借りた図書資料を、最寄りの市町村立図書館（室）で返却できるサービス

（指定館返却） 

 

※ 利用者自身が直接、県立図書館に予約をすることが、図書館間の相互貸借と異なる点です。 

※ 資料の配送は、県立図書館が週１回定期に運行している相互貸借の配送便を利用しています。 

※ 令和４年４月１日現在、県内６０市町村のうち５３の市町村立図書館（室）での受取・返却が可   

能です。 

  ※ 福岡市では、このサービスは実施していませんが、平成２４年１０月１日から相互返却を開始し

ました。 

 

２ 利用状況 

 サービス定着により、各年度の受取、返却の合計は毎年１万件を超えています。 

利用者に本サービスが浸透し、一度利用された方の利用の定着化が進んでいることが、その主な理由

であると考えています。 
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地区名 実 施 市 町 村                      （斜字括弧書きは実施対象外館） 割 合 

福  岡 古賀市、志免町、粕屋町、宇美町、篠栗町、須恵町、新宮町、久山町、太宰府市、

那珂川市、糸島市、宗像市、福津市、春日市  （福岡市、大野城市、筑紫野市） 

83％ 

北九州 北九州市、直方市、中間市、宮若町、岡垣町、水巻町、遠賀町、芦屋町、鞍手町、

小竹町 

100％ 

北筑後 久留米市、小郡市、朝倉市、うきは市、大刀洗町、東峰村         （筑前町）  86% 

南筑後 大牟田市、柳川市、八女市、筑後市、みやま市、大川市、大木町、広川町 100% 

筑  豊 飯塚市、田川市、嘉麻市、川崎町、桂川町、添田町、糸田町、赤村 

 （香春町、福智町、大任町） 

 73% 

京  築 行橋市、苅田町、豊前市、みやこ町、築上町、上毛町、吉富町 100% 

  ※ 令和４年４月１日現在５３市町村で実施 


